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　世界で最初に受動喫煙の害を明らかにしたのは日本人である。

国立がんセンター疫学部長だった平山雄博士が、1966年から26

万人以上の日本人の死因と生活習慣についての調査を一般家

庭の住民を対象に行ったところ、夫が喫煙者の場合、非喫煙者

の妻の肺がんリスクが1.5倍に上昇することが分かった。

　英国や米国で禁煙推進がスタートしたばかりの1960年代後

半から70年代、受動喫煙による健康被害については世界でもま

だ知られていなかった。しかし、平山博士に続き各国で膨大な

疫学調査などが行われ、1992年に米国環境保護局がその集大成

ともいえる報告書「受動喫煙の呼吸器への健康影響：肺がん及

び他の呼吸器疾患」を発表した。

　受動喫煙とは喫煙者が吐き出す煙（呼出煙）とたばこの先端

から出る煙（副流煙）を、自らの意思でなく吸い込むことをいう。

副流煙は低い温度で不完全燃焼するたばこから発生するため、

喫煙者が吸い込む主流煙よりも有害である。このことを最初に

発表した平山博士の調査から約40年、努力義務でありながら受

動喫煙防止が健康増進法で規定された意義は大きい。

ひとこと 3 ・ 4 月 の 動 き

●日本政府が 3月 1 0日に、W H Oが採択した「たばこ規制枠組み条約

　（FCTC）」に署名

●禁煙対策不十分は居酒屋・路上空気がきれいになったのは空港・電車・　銀行

　ダイキン調査

●子どもの誤飲でたばこが一位に　厚労省調べ

●2003年の火災原因「たばこ」は5,317件で、放火や放火の疑い、焜炉　に次ぐ

●カラオケボックスで喫煙や飲酒で補導　93年以降で昨年が最多に

●異性の喫煙について、男性6割・女性3割が「好ましくない」と感じる

●JTが3月後半に、喫煙マナー広告を新聞・テレビで展開　歩きたばこの　危険

も指摘

●兵庫県、私学含め小中学・高校・大学の敷地内禁煙を2年以内に目指す

●千代田区のたばこポイ捨て9割以上も減少

●大学禁煙化プロジェクトの大学禁煙標語、入賞作品を決定

●漫画家の横山光輝氏、たばこの火が原因で他界

●アイルランド3月29日から、パブを含む公共の屋内の全面禁煙

●喫煙者は痴呆が早く進む　オランダ・エラスムス大調査

●受動喫煙の害、オーストラリア、ニュージーランド、米国などで相次いで報告

●喫煙者は、高齢になると失明するリスク高い　英国で発表

●たばこを吸うと虫歯になる確率が2倍に　広島の中電病院が検診データを分

析

●受動喫煙で動脈硬化　免疫細胞が増え危険増大　筑波大調査

●シミの多い女性に目立つ飲酒、喫煙などの生活習慣　エスエス製薬

　アンケート
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受動喫煙と平山博士

　“清潔で安全な国”シンガポールに行ってきた。チャンギ国際

空港に到着した旅行者にとって、たばこを吸うのは容易ではな

い。「喫煙所」や灰皿がなかなか見つからないのだ。

　ホテルまでの道中、さまざまな禁止サインを見た。「ポイ捨て

禁止」、「撮影禁止」、「魚釣り禁止」、「駐車禁止」、「ガム禁止」、「停

車禁止」、おまけに「ドリアン禁止」、そしてもちろん「喫煙禁止」。

レストラン、ショッピングモール、地下道、タクシー乗り場など

公共の場所も禁煙で、ホテルもほとんどの部屋が禁煙だった。

　ところが、環境美化に厳しい国にもかかわらず、路上で喫煙

する人をたくさん見かけた。違反者のいたその場に、吸殻と灰

がそのまま落ちている。最近、政府が喫煙できる場所をかなり

減らしているため、路上で吸う人が増えてしまったようだ。見

渡す限り灰皿もないから、喫煙者はしかたなく吸殻や灰を路上

に落とす・・・。帰国して数週間たったころ「シンガポール警察は、

吸殻のポイ捨てをした人に200シンガポール・ドル(1万3,000円)

の罰金を科したうえ、吸殻入れを渡すことになった」という新

聞記事を読んだ。今後どうなるか楽しみだ。　   　　（編集部）

■家庭内の受動喫煙と肺がん

清潔な国のポイ捨て
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■職場の受動喫煙と肺がん
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